
地域座談会（大誠地区） 意見交換記録 

と き  平成２３年５月１３日（金曜日） 
                        午後７時３０分から午後９時３５分 

ところ  社会福祉センター 
                   参加者  ２８人 
番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 
1 予算の繰出金

について 
●繰出金の内容は、特別会計事業

の赤字分への充当の資金なのか。 

 

 

●下水道事業は資金が不足してい

て一般会計から援助が必要なの

か。 

 

 

●下水道が整備されてから３年以

内に接続してほしいということだ

が、接続できる状況にも関わらず

接続されない方がいる。行政が推

進したり、利用するのであれば住

民で負担していく姿勢も必要。全

員が下水道に加入するよう取り組

んでほしい。 

●10 億程度あるが一番大きく占め

ているのは、下水道事業に伴う繰

出金です。これが 6～7億円ありま

す。 

●一般会計から拠出しないといけ

ない部分もあり、運営費も若干は

負担しています。運営できない場

合は昨年のように下水道料金の値

上げを考えないといけない。 

●水洗化が 100%になるよう日々努

力したい。計画にはなっているの

でお願いはしているが、経済的な

問題、高齢での独り住まいなど

個々に色々な理由があり、全てが 3

年以内にということは難しい状

況。今後も下水道に加入していた

だけるよう推進していきたい。 

2 コナンの里づ

くり、青山剛

昌ふるさと館

について 

●コナンの予算に町費の支出がか

なり影響しているようだが、現状

とコナンについてどのように考え

ているのか知りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長期的には町費にかからないよ

う、運営収入で賄っていくよう考

えている。当初計画した期間では

十分でないということで延長して

対応し、長期的には町費に負担が

かからないように収入を確保して

いきたい。 

コナンの里づくりについては、観

光客がふるさと館だけでなく、農

産物・加工品を使っていただき、

間接的な収入をあげ、経済的に豊

かにしていきたい。来年は国際マ

ンガサミットのイベントも予定し

ている。県の支援として観光客が

来られるような事業を考えてい

る。県ではコナン列車も考えてい



 

 

 

 

 

●ふるさと館のリピート率がかな

り低い数値だが、平成 32 年度の目

標達成は可能なのか。 

る。連携しながらふるさと館だけ

でなく町づくりにも活かし、最終

的に産業が豊かになり、町の収入

もあがっていくことを目指してい

ます。 

●無駄にお金をつかわず施設・イ

ベントを充実させ、入館者数を増

やしたい。町民の入館が少ないの

で、地元に愛される施設にし、町

民の方に見ていただき悪い所を指

摘してほしい。 

入館者は倍の人数の方が来ている

が付き添いの方にも入館していた

だけるよう取り組みたい。 

マニアといわれる方も大切にし、

多数来ていただけるようにした

い。 

北栄町に10万人も集まる施設はな

いので大切にしたい。 

3 光ケーブル工

事について 
●光ケーブル工事を実施して完成

するのはいつなのか。 
●原公民館はアナログＴＶしかな

い。当面アナログも見られるとい

うことだが間違いないか。 

●今年、大栄地区は設定し、来年

平成 24 年度には完成予定です。 

●平成 27 年 3 月まで、チャンネル

数は少ないが、デジタル放送をケ

ーブルＴＶで変換してアナログ放

送を流すそうです。 

4 基金について ●基金はどのようにして生まれた
のか。赤字続きだが、基金の内容

について知りたい。 
 
 
 
 
 
 
 
●基金を残すべき額を示してほし

い。 

●基金は家計に例えると「貯金」

です。収入に対して支出する中で、

貯金にまわす部分を予算計上して

基金に積み立てていきます。平成

22年度末までに16億5千万ほど貯

金しています。平成 28 年度までの

試算では、毎年、歳入より歳出が

上回り、基金を取り崩すので、そ

れが少しでも減るように歳出削減

を進めていきたい。 

●合併時の 7 億円を崩さず維持で

きるよう努力して取り組んでいき

たい。 



5 庁舎統合につ

いて 
●庁舎統合の理由を。合併当初か

ら想定できる内容だがなぜ今更な

のか。また、統合するならいつ頃

予定しているのか。 

●合併の協議の中の「新町の事務

所は大栄に置く。現在の北条役場

に支所を置く。ただし、同庁舎を

同格と位置づけ活用する。分庁方

式で当面はやっていく。」という決

定のもと行ってきている。これま

で当時の約束をもとに行ってきま

したが、合併特例債が使える平成

27 年度までにやってはどうかとい

うことで議会へ説明しました。合

併特例債を使うことで、3割を町が

負担し、残り 7 割が国負担という

ことになります。 

「平成 27 年度までに実施」という

結論ありきではなく、議論できる

場を設け、町民の皆さんの同意を

得て実施していきたい。 

6 斎場について ●斎場の進捗状況は。 
 
 
 
●図面は。 
 
●現施設との違いは。 

●倉吉市円谷地区に建設予定。ま

だ土地が整備されていない状況で

す。平成 25 年 4 月から運用開始と

いう計画です。 

●設計図面はあり、これを元に進

めています。 

●最新型で、ペットも焼却でき、

短時間（１時間）で焼却し、短時

間で冷却する設備も備えていま

す。 

7 住民対応につ

いて 
●以前、課税ミスについての再発

防止をどうするのかを問い正した

ことに対して、「調べて回答する」

と言ったまま返事がない。 
●北条庁舎に補助事業申請書をも

らいに行ったが、大栄庁舎にある

担当課で説明をしたいので、大栄

庁舎に行って下さいと言われたた

め大栄庁舎へ行った。説明を受け

た内容が、「交付決定があるまで着

手してはいけない」ということだ

けで、電話で一言伝えてもらえば

●改めて担当課に確認し、今後そ

ういうことがないようにします。

 
 
●改めて担当課に確認し、今後そ

ういうことがないようにします。

 
 
 
 
 
 



済む内容だった。 
●資料提供をお願いし、未だにい

ただいてないものが 2件ある。 

 

●一人ひとりの町職員は素敵な人

が多いが、組織としてどちらを向

いて仕事をしているかが分からな

い。職員の仕事の姿勢が町民を向

いて仕事をするよう改めてほし

い。ぜひ、庁風刷新に取り組んで

ほしい。 

 
●応対者が課長・課長補佐という

ことなので、厳しく指導し、改善

したい。 
●住民対応については、繰り返し

注意しているが、意識の中にまだ

浸透していないようなので、職員

には厳しく指導していきたい。 

8 

 

まちづくりビ

ジョン（人口

増加・定住）

について 

●まちづくりビジョンについて、

中部の人口が減っているが、人を

増やす、人を定住させる視点がま

ったくない。どのような方法で人

を引っ張ってきて定住させ、北栄

町を元気にさせるのかという点を

考えてほしい。 

●若い方が結婚しない、職場がな

いため進学で町外へ出たまま帰っ

てこないなど、人口増がなかなか

難しい。婚活事業を通して人口増

を考えているので、皆さんからも

いい意見があれば伺いたい。 

9 

 

農道・水路の

整備要望につ

いて 

●瀬戸の農道・水路の修理、整備

を2～3年前からお願いをしている

が、自治会で全額負担して維持・

管理してほしいと言われている。

色々と調べるが、活用できる補助

金もなく困っている。町の単独補

助事業があまり行われていないよ

うだが、他の自治会でもこのよう

な事があると聞いているので、自

治会に負担がかからないよう考え

てほしい。 

●検討します。 
 

10 

 

災害時の避難

について 
●東園浜は何かあった場合の避難

場所は従来どおり東園公民館でよ

いのか。また、施設の耐震は大丈

夫なのか。 

 

 

 

 

 

 

●東園浜としての一次避難所は指

定されていないので、最寄の避難

所は東園構造改善センターになり

ます。最終的な町内避難場所は大

栄中学校、大栄小学校、社会福祉

協議会です。 

各地区の避難所とも耐震の確認は

必要です。昭和 56 年以降に建てた

建物は耐震については対応されて

います。 



 

 

 

 

●避難訓練はこのままで良いの

か。不安を感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

●災害が起きた時に直ちに対策本

部が立ち上がってすぐに対応でき

るのか。 

●津波がきた時の対策はどうなの

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●原発問題だが、ここも島根原発

から 80km。対策を県や国に取って

もらいたい。 

防災計画で津波対策はとっていま

せん。県が防災計画を見直すので、

町もそれに合わせて津波・地震に

ついて見直していきたい。 

●これまで行ってきた防災訓練は

災害当初を想定する能動的に参加

するタイプの訓練でした。今年の 9

月11日に予定している総合防災訓

練では、各自治会を単位として避

難し、公的な機関が入るまでの自

主防災組織、自治会の中で主体的

にやっていただく訓練を考えた

い。 

●対策本部のある役場と各自治会

との間で情報のやりとりができる

かの訓練を考えています。 

●判明している断層で想定されて

いる津波の高さは、北栄町で最大

1.5～1.6ｍです。この高さだと由

良川河口付近まで 1ｍ程度の浸水

が想定されています。海岸沿いで

は、集落付近まではなかなか入っ

てこない想定ですが、東日本で起

きた津波の場合では想像がつかな

いところです。具体的にどこに避

難するかを考えておかないといけ

ません。 

●対策をとってもらえるように国

や県に言っていきたい。 

11 松くい虫防除

などについて 
●らっきょうの収穫が、雪による

生育遅れのため 1 週間遅れるが、

松くい虫防除も1週間遅れるのか。

 

 

 

●防風林の松を食べる毛虫が大量

に繁殖しているので対策をとって

ほしい。 

●松くい虫防除は、他の市町村も

同じ時期に実施しますし、松くい

虫を退治する時期にもベストのタ

イミングがあります。県と相談し

て日にちが変更できるのか確認し

たい。 
●消毒時に殺せるのか、全体に蔓

延しているかなどを調査してみま

す。 



12 ＬＥＤ照明補

助金について 
●ＬＥＤ照明の補助はいつまであ

るのか。 
●昨年度までは県の予算があった

が、今年度から県の補助はなくな

り、町単独事業になりました。重

要な事業ではあるが、町財政のこ

ともあるので、いつまでとは回答

できません。 
13 公民館の管理

について 
●中央公民館大栄分館がＮＰＯ法

人の管理になってきれいになり、

使いやすくなった。中央公民館（北

条）には職員が 3名いる。例えば 3

名のうち 1 名が職員で後 2 名は違

う方にすれば人件費削減になるの

では。 

●大栄分館の管理をＮＰＯ法人

（まちづくりネット）に一生懸命

していただいている。管理方針に

ついては、人件費が抑えられて何

もしないのではなく、人件費を抑

えながらもどのように運営してい

くかが重要であると考えます。 

 


